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運営権者の提案の実施状況（地域貢献の取組）

３．地域貢献
■宇部市と協調し、地域住民の下水道への理解醸成 
 令和８年度の宇部市出前講座に「下水道のしく み」を登録。 
 原地区老人クラブ連合会（３７名）の見学対応。（5月22日） 

• 西部処理区にお住まいの方であったため、水道料金等の表記に変更があったことについて気付かれていた
方がおられた。 

• 西部浄化センターに特化したパ ンフレットの作成に取り組む。わかりやすさを重視。 
• 英語版の作成。7月にフィリピン自治政府の視察対応を実施済み。 
• 見学ルートの安全対策の強化 

■地域社会とのコミュニケーションの強化 
 宇部市花火大会（7月25日開催）へ協賛。【提案】 

• 宇部市における賑わいのあるイベントに社名を連ねることで、UAFを知っていただく機会を創出。 
• 宇部まつり（11月）に協賛予定。【提案 】 

 アートイベントである「UBE現代日本彫刻展2027」に協賛予定。 
■地域スポーツとの連携した広報活動により地域住民へ下水道を発信。 
 山口パッツファイブ（9月26日開幕）へ協賛に向け調整。【提案】 

• 宇部市内のプロスポーツ会社へ協賛することで、スポーツ振興に寄与。 
• 小学生のミニバスケットボール大会で冠大会を実施予定。【提案】 
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運営権者の提案の実施状況（地域貢献の取組）

３．地域貢献 （修繕・改築） 

■修繕・改築における地元活用【地域に根差した調達】 
 古くから産業が発展していたことから、市内企業にプラントに係る技術基盤が定着。 
 UAFからの修繕・改築の発注については、市内企業を基本とし、改築については公募による。【提案】 

 調達規程に基づく契約の基本方針 
  建設工事、建設関連業務及び修繕の請負又は委託は、次のいずれかの方法。 

（１）公募型見積契約   更新工事及び計画修繕（600万円以上）を予定 条件付き一般競争入札に類似 
（２）公募型機能契約   再構築工事を予定 総合評価方式一般競争入札に類似 
（３）見積競争契約    500万円以上の定期点検・計画修繕を予定 
（４）随意契約      建設関連業務及び500万円以下の点検・修繕（緊急を含む）を予定 

 過去3年間に市発注の機電更新工事の請負実績のある地元業者には、UAFの改築の建設工事に関する公募や修繕につい
て、事前に個別説明。 

 9月に事業者向け受注者向け説明会を実施予定。 
宇部市入札参加有資格者（電気・機械器具設置）の市内企業すべてに8月に案内を送付（予定）。 
一部課題については、市と協議。 
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運営権者の提案の実施状況（地域貢献の取組）

３．地域貢献 （修繕・改築） 

 調達時における基本的な考え方 
 公募型見積契約（市の条件付き一般競争入札と同様）の実施について 

1. 改築工事及び一定規模の計画修繕について、地元発注を優先し、市の条件付き一般競争入札を参考にして公募。 
 
 
 
 

2. 特殊な技術が必要な場合、工事等のリスクが高い場合、競争性がない場合等は上記に限らない。 

参加資格１：施工実績  同等規模の下水処理場での同種工事の施工実績を有すること。 
参加資格２：市内業者  本社が宇部市にあること。宇部市の名簿（工事入札参加資格）に登録があること。 

例：市内業者に発注し不調になる場合は、要件を緩和していく。 
  市内業者 → 準市内業者（営業所が市内） → 市外 
 ※元請が市外の場合についても、下請として市内業者の活用を促す 
例：設計業務については、高度な技術力及び補助事業への理解、国内での幅広い経験を必要とするため、市内

業者に限定しない。 

8月に改築工事の公募を実施予定 
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運営権者の提案の実施状況（地域貢献の取組）

３．地域貢献 （地域企業、大学との連携） 
■UAFの調達を通じたコミュニティの構築 
 一部の専門企業を除き、市内業者向けに物品調達を実施。 

 什器・事務用品・作業着・安全対策備品・サイン・ホームページ・会社案内・印刷は市内企業。 
 現段階で市内業者23社と取引基本契約を締結し取引を開始。 
 修繕や改築などの、受託者や請負会社は、運営事業に関わるうべLAPパートナーとして位置づけ、UAFが研修機

関（うべLAPアカデミー）を創設し、それぞれの社員に対し、分野ごとの研修の実施を計画。【提案】 
 現在、運転維持管理受託者の従事者向けに実施している安全教育や技術教育を「うべLAPアカデミー」とし

て、パートナーも含め実施を計画。  

■地域人材の雇用と育成 
 人材派遣を行う市内業者に庶務担当の派遣を依頼。8月中旬から業務実施。 
 運転維持管理受託者においても、従事者の採用を実施。 

 内製化を進めるためにも、従事者の個々のスキルに応じた技術教育をアカデミーとして実施を計画 
 うべスタートアップ（うべ産業共創イノベーションセンター志）にビジネスメンバーとして参画。【提案】 

 市内の起業された方との対話を開始を予定 
 山口大学工学部において、講義を実施。(7/15)【提案】 

 今後他教育機関に対し、下水道を知っていただく機会を作っていただくように働きかけを行う。 
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https://ubefro.co.jp/


